
改正卸売市場法第４ 条第５ 項第６ 項ハに規定する遵守事項及び遵守事項を京都市中央卸売市場業務条例等に定める主な理由等 

＜京都市中央卸売市場業務条例＞ 

１  新設又は改正し た事項 

遵守事項 主な内容 主な理由 

第４ 条 

開場の時間 

第二市場 午前８ 時３ ０ 分から 午後４ 時まで 売買取引方法の変更に伴い、 取引の利便性を

高めるため、 第二市場の開場時間を 改める。  

第５ 条の２  

卸売の業務の許可 

卸売の業務を 行おう と する者は、 市長の許可を 受け

なければなら ない。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を新設する。  

第５ 条の３  

純資産額が不足する 場

合の措置 

市長は、 卸売業者の純資産額が、 純資産基準額未満

であるこ と が明ら かと なっ たと き は、 当該卸売業者に

対し 、 卸売の業務の全部又は一部の停止を 命じ る こ と

ができ る。  

同上 

第１ ０ 条の２  

卸売の業務の許可の取

消し  

市長は、 卸売の業務の許可を 取り 消すこ と ができ る。 同上 

第１ ０ 条の３  

事業の譲渡等 

卸売業者が卸売の業務に係る 事業の譲渡を する 場合

において、 譲渡人及び譲受人が当該譲渡について市長

の認可を 受けたと き は、 譲受人は、 卸売業者の地位を

承継する。  

同上 

第１ ０ 条の４  

名称変更等の届出 

卸売業者は、 名称又は住所を 変更し たと き 等は、 速

やかにその旨を 市長に届け出なければなら ない。  

同上 

第１ ０ 条の５  

事業年度 

卸売業者の事業年度は、 ４ 月から 翌年３ 月まで又は

４ 月から ９ 月ま で 及び１ ０ 月から 翌年３ 月ま で と す

る。  

同上 

第３ ７ 条 

売買取引の方法 

卸売業者が市場において行う 卸売は、 せり 売若し く

は入札の方法又は相対取引によ る も のと する 。 こ の場

合において、 卸売業者は、 現物を 視認し て取引する こ

と が適当な物品については、 せり 売又は入札の方法に

より 卸売をするよう 努めるも のと する。  

適正かつ公正な価格形成に重要な役割を 果

たす「 せり 売」 による取引を優先し て行う よう 、

努力義務規定を新設する。  



 

遵守事項 主な内容 主な理由 

第４ ３ 条 

市場外にある 保管場所

の届出 

卸売業者は、 卸売の業務を 行う に当たり 、 卸売を す

るために市場以外の場所に生鮮食料品等を 保管する と

きは、 その旨を 市長に届け出なければなら ない。  

本市が保管場所を把握し 、 必要に応じ て管理

状況の確認を適切に行っ ていく ため、 市場外に

保管場所を 有する場合は、 届出を求めるこ と と

する。  

第５ ５ 条 

卸売予定数量等の報告 

卸売業者は、 毎月１ ０ 日までに、 前月中に卸売を し

た物品の市況、 数量、 卸売価格及び卸売決定価格の合

計額、 その他市長が必要と 認める 事項等を 市長に報告

し なければなら ない。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を新設する。  

第６ ３ 条 

生鮮食料品等の品質管

理の方法 

卸売業者、 仲卸業者その他市場において生鮮食料品

等を 取り 扱う 者は、 食品衛生法その他関係法令を 遵守

し 、 生鮮食料品等を適正に管理し なければなら ない。  

食品衛生法の改正に伴い、 Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ に沿っ

た衛生管理が求めら れるこ と から 、 関係法令の

順守義務を 明記する。  

第９ ６ 条 

市場秩序の保持等（ 第４

項）  

 

卸売業者、 仲卸業者、 売買参加者及び関連事業者は、

その役員及び使用人が第１ 項に規定する 行為を 行う こ

と がないよ う 、 必要かつ適切な監督を 行わなければな

ら ない。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を新設する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２  維持し た事項 

遵守事項 主な内容 主な理由 

第３ 条 

開場の期日 

 市場は、 市場ごと に次に掲げる休場日を除き、 毎日

開場するも のと する。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第６ 条から 第１ ０ 条、  

第１ ７ 条、 第３ ０ 条、  

保証金の預託等 

卸売業者、 仲卸業者、 関連事業者は、 卸売の業務の

許可の通知を受けた日から 起算し て 1 月以内に、 保証

金を市長に預託し なければなら ない。  

同上 

第１ １ 条から 第１ ４ 条 

せり 人の登録等 

卸売業者が市場において行う 卸売のせり 人は、 その

者について、 当該卸売業者が市長に申請し てその登録

を受けている者でなければなら ない。  

同上 

第１ ６ 条 

 仲卸し の業務の許可 

仲卸し の業務を 行おう と する 者は、 市長の許可を 受

けなければなら ない。  

同上 

第２ ０ 条 

仲卸し の業務の許可の

取消し  

市長は、 仲卸業者が破産手続開始の決定を 受けて復

権を 得ない者等である と き 、 その業務を 的確に遂行す

るために必要な資力信用を 有し なく なっ たと 認める と

きは、 仲卸し の業務の許可を取り 消すも のと する。  

同上 

第２ １ 条 

事業の譲渡等 

仲卸業者が仲卸し の業務に係る事業の譲渡を する 場

合において、 譲渡人及び譲受人が当該譲渡について市

長の認可を 受けたと き は、 譲受人は、 仲卸業者の地位

を承継する。  

同上 

第２ ２ 条 

仲卸し の業務の相続 

仲卸業者が死亡し た場合において、 相続人が被相続

人の行っ ていた仲卸し の業務を 引き 続き 営も う と する

と き は、 市長の認可を 受けなければなら ない。  

同上 

第２ ３ 条、 第２ ７ 条、   

第３ ５ 条 

名称変更等の届出 

仲卸業者、 関連事業者、 売買参加者は、 氏名若し く

は名称又は住所を 変更し たと き 等は、 速やかにその旨

を市長に届け出なければなら ない。  

同上 

第２ ４ 条、 第３ ５ 条 

 事業報告書の提出 

仲卸業者、 関連事業者は、 事業報告書を 市長に提出

し なければなら ない。  

同上 

 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第２ ５ 条 

 売買参加者の承認 

卸売業者から 卸売を 受けよ う と する 者( 仲卸業者を

除く 。 ) は、 市長の承認を受けなければなら ない。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第２ ６ 条 

売買参加者の承認の取

消し  

市長は、 売買参加者が破産手続開始の決定を 受けて

復権を 得ない者等であると き 、 または売買参加者と し

て必要な資力信用を 有し なく なっ たと 認める と き は、

承認を取り 消すも のと する。  

同上 

第２ ９ 条 

 関連事業の許可 

関連事業を 行おう と する 者は、 市長の許可を 受けな

ければなら ない。  

同上 

第３ １ 条 

関連事業の許可の取消

し  

市長は、 関連事業者が破産手続開始の決定を 受けて

復権を 得ない者等であると き 、 又は関連事業を 行う た

めに必要な 資力信用を 有し な く な っ た と 認める と き

は、 関連事業の許可を 取り 消すも のと する。   

同上 

第３ ２ 条 

関連事業の規制等 

市長は、 関連事業の適正な運営を 確保する ため特に

必要がある と 認める と き は、 関連事業者に対し 、 関連

事業について必要な指示をするこ と ができ る。  

同上 

第３ ３ 条 

事業の譲渡等 

加工食料品卸販売業者が関連事業に係る事業の譲渡

を する場合において、 譲渡人及び譲受人が当該譲渡に

ついて市長の認可を 受けたと き は、 譲受人は、 加工食

料品卸販売業者の地位を承継する。  

同上 

第３ ４ 条 

関連事業の相続 

関連事業者が死亡し た場合において、 相続人が被相

続人の行っ ていた関連事業を 引き 続き 行おう と する と

きは、 市長の認可を受けなければなら ない。  

同上 

第３ ８ 条 

売買取引の単位 

売買取引の単位は、 重量による。  同上 

 

 

 

 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第３ ９ 条及び第５ １ 条 

卸売業者及び仲卸業者

の市場外における 販売の

承認 

卸売業者、 仲卸業者は、 本市の区域内において卸売

又は仲卸の業務の許可に係る取扱品目の部類に属する

生鮮食料品等を 販売し よう と する と き は、 当該許可に

係る 卸売の業務と し てする 場合を 除き 、 申請書を 市長

に提出し その承認を受けなければなら ない。  

小売事業者等と の無秩序な競合を 防止する

こ と により 、 円滑な流通秩序を維持し 、 市民へ

の安定供給を確保するため、 制限を 維持する。  

第４ １ 条 

第三者販売の原則禁止 

卸売業者は、 卸売の業務については、 仲卸業者及び

売買参加者以外の者に対し て卸売を し てはなら ない。

ただし 、 市長が仲卸業者及び売買参加者の買受けを 不

当に制限する こ と と な ら な いと 認めて 許可し たと き

は、 こ の限り でない。  

卸売業者と 仲卸業者の関係性を維持し 、 今後

も 市場機能が適切に発揮でき るよう 、 原則禁止

と する。 ただし 、 輸出の拡大など、 市場の活性

化や競争力強化に資する場合は、 柔軟に対応で

き るよう 、 例外規定を設けるこ と と する。  

第４ ２ 条 

 食肉部の卸売業者の販

売の受託 

食肉部の卸売業者は、 家畜を と さ つし 、 解体し たう

えで、 枝肉又は部分肉と し て販売するこ と につき 、 委

託を受けるこ と ができ る。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第４ ８ 条 

販売前における 受託物

品の検収 

 卸売業者は、 受託物品の受領に当たっ ては、 検収

を 確実に行い、 受託物品の種類、 数量、 等級、 品質等

について異状を 認めたと き は、 その旨を 物品受領通知

書又は売買仕切書に付記し なければなら ない。 ただし 、

受託物品の受領に委託者又はその代理人が立ち 合い、

その了承を得た場合は、 こ の限り でない。  

同上 

第４ ９ 条 

 卸売を し た物品の相手

方の明示及び引取り  

卸売業者は、 その卸売を し た物品を 買い受けた仲卸

業者又は売買参加者が明ら かになる よう 措置し なけれ

ばなら ない。  

同上 

第５ ０ 条 

直荷引き の原則禁止 

仲卸業者は、 市場内においては、 仲卸の業務の許可

に係る取扱品目の部類に属する 生鮮食料品等を 卸売業

者以外の者から 買い入れて販売し てはなら ない。 ただ

し 、 市長が市場における取引の秩序を 乱すおそれがな

いと 認めて許可し たと きは、 こ の限り でない。  

卸売業者と 仲卸業者の関係性を維持し 、 今後

も 市場機能が適切に発揮でき るよう 、 原則禁止

と する。 ただし 、 輸出の拡大など、 市場の活性

化や競争力強化に資する場合は、 柔軟に対応で

き るよう 、 例外規定を設けるこ と と する。  

 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第５ ２ 条 

売買取引の制限 

市長は、 せり 売または入札の方法によ る卸売の場合

において、 当該卸売が談合その他不正な行為がある と

認めると き 等は、 その売買を 差し 止め、 またはせり 直

し も し く は再入札を命ずるこ と ができ る。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第５ ３ 条 

衛生上有害な物品の売

買禁止等 

本市は、 衛生上有害な物品が市場に搬入さ れる こ と

がないよう 努めるも のと する。  

同上 

第５ ９ 条 

卸売業者の決済に関す

る特約 

卸売業者は、 出荷者と 支払いに関する 特約を 結んだ

と き は、 特約の内容や支払方法等を 記載し た書面を 主

たる事務所に備え付けておかなければなら ない。  

同上 

第６ ０ 条 

 委託手数料の率の届出

等 

卸売業者が卸売のための販売の委託の引受けについ

て出荷者から 収受する 委託手数料の額は、 卸売決定価

格の合計額に卸売業者が定める 率を 乗じ て得た額に当

該額に係る消費税額等相当額を加えて得た額と する。  

 

同上 

第６ ２ 条 

卸売代金の変更の禁止 

卸売業者は、 卸売を し た物品の卸売代金の変更を し

てはなら ない。 ただし 、 市長が正当な理由がある と 認

めて承認し たと きは、 こ の限り でない。  

同上 

第７ ０ 条 

環境の保持 

使用者は、 その使用する 市場施設及び共通の使用に

係る 市場施設の清潔な環境の保持に努めなければなら

ない。  

同上 

第９ １ 条 

休業の制限 

卸売業者、 仲卸業者及び関連事業者は、 開場の日に

休業し よ う と する と き は、 市長に申請し てその承認を

受けなければなら ない。  

同上 

第９ ２ 条 

き章の着用等 

仲卸業者又はその役員若し く は使用人は、 卸売のせ

り に参加する と き は、 市長が交付するせり 参加章を 着

用し なければなら ない。  

 

同上 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第９ ４ 条 

無許可営業の禁止 

卸売業者、 仲卸業者及び関連事業者がそれぞれその

許可を 受けた業務を 行う 場合並びに市長が必要と 認め

る者が営業を行う 場合を除く ほか、 市場内においては、

物品の販売その他の営業をし てはなら ない。  

 公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第９ ５ 条 

市場への出入り 等に対

する指示 

市場への出入り 、 市場施設の使用並びに物品の搬入、

搬出及び市場内の運搬については、 市長の指示に従わ

なければなら ない。  

同上 

第９ ６ 条 

 市場秩序の保持等 

市場に入場する 者は、 暴力行為若し く は他人の業務

の妨害その他市場の秩序を 乱し 、 又は公共の利益を 害

する行為を行っ てはなら ない。  

同上 

 



 

 

＜京都市中央卸売市場業務条例施行規則＞ 

１  新設又は改正し た事項 

遵守事項 主な内容 主な理由 

第４ 条 

純資産額 

純資産基準額は、 次のと おり と する（ 抄）。  

青果部 

年間売上金額 純資産基準額（ 円）  

500 億円以上 700 億円未満 600， 000， 000 

700 億円以上 1， 000 億円未満 750， 000， 000 

水産物部 

年間売上金額 純資産基準額（ 円）  

200 億円以上 300 億円未満 270， 000， 000 

300 億円以上 400 億円未満 360， 000， 000 

食肉部 

年間売上金額 純資産基準額（ 円）  

100 億円以上 200 億円未満 50， 000， 000 

200 億円以上 300 億円未満 90， 000， 000 
 

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を新設する。  

第７ 条 

卸売業者によ る 名称変

更等の届出 

条例第１ ０ 条の４ の規定によ る届出は、 書面によ り

行なわなければなら ない。  

同上 

第２ １ 条 

売買参加者によ る 事業

報告書の提出 

青果部及び水産物部の売買参加者は、 毎事業年度の

末日から 起算し て９ ０ 日を 経過する 日までに、 当該事

業年度の事業報告書を 市長に提出し な ければな ら な

い。  

 

同上 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第２ ３ 条 

 関連事業者の取り 扱う

物品等 

加工食料品卸販売業者が主と し て取り 扱う 加工食料

品は、 漬物、 鳥類、 乾物、 つく だ煮、 鳥卵と する。  

第１ 種関連事業者が取り 扱う 物品は、 野菜、 果実及

び生鮮水産物以外の物品、 関連事業者が加工し 、 又は

調製し た物品と する。  

 

各関連事業者によ る 専門分野を 活かし た取

引を推進するため、 規定を改める。  

 

第４ １ 条 

販売原票 

卸売業者は、 物品の卸売を し たと き は、 当該物品の

品目、 数量、 卸売決定価格、 買受人その他必要な事項

を 記載し た販売原票を 作成する と と も に、 速やかに、

その内容を 電子情報処理組織を 使用する 方法によ り 市

長に報告し なければなら ない。  

 

こ れまでは提出方法を販売原票の写し （ 紙）

と し ていたと こ ろ 、 ペーパーレス化及び事務作

業の効率化を図るため、 規定を改める。  

 

第４ ４ 条 

卸売の相手方の制限の

例外 

条例第４ １ 条ただし 書に規定する 別に定める 場合

は、 次に掲げる場合と する。  

( 1)  市場における入荷量が著し く 多く 、 又は市場に出

荷さ れた物品が仲卸業者及び売買参加者にと っ て品目

又は品質が特殊である ため残品を 生じ る おそれがある

場合 

( 2)  仲卸業者及び売買参加者に対し て卸売を し た後

に残品を生じ た場合 

( 3)  本市の区域外に存する 卸売市場の生鮮食料品等

の入荷の状況その他の事情に照ら し 、 卸売業者から の

卸売の方法以外の方法によ っ ては当該卸売市場に出荷

さ れるこ と が著し く 困難である 物品を 、 当該卸売市場

において卸売の業務を 行う 者に対し て卸売を する場合 

( 4)  その他市場における 取引の活性化に資する も の

と し て別に定める場合 

 

市場取引の活性化を 図る ため、 規定を 改め

る。  



遵守事項 主な内容 主な理由 

第４ ９ 条 

 卸売業者以外の者から

の買入れ 

条例第５ ０ 条第２ 項に規定する別に定める 場合は、

次に掲げる場合と する。  

( 1)  卸売業者から 買い入れる こ と が特に困難な次に

掲げる生鮮食料品等を 卸売業者以外の者から 買い入れ

る場合 

ア 卸売業者が通常の卸売において卸売を し ていない

物品 

イ  卸売業者が行う 通常の卸売によ っ ては、 仲卸業者 

の需要を十分に満たすこ と ができ ない物品 

ウ 卸売業者から の買入れが卸売業者以外の者から 買

い入れる 場合よ り 仲卸業者にと っ て著し く 不利益と な

る物品 

( 2)  その他市場における 取引の活性化に資する も の

と し て別に定める場合 

市場取引の活性化を 図る ため、 規定を 改め

る。  

第５ １ 条 

取引条件の公表 

卸売業者は、 条例第５ ４ 条の規定によ る公表を し よ

う と する と き （ 当該公表に係る 取引条件を 変更し よ う

と すると き を含む。） は、 あら かじ め、 その内容を市長

に報告するも のと する。  

公表事項が法や条例に照ら し て適切かど う

かを確認するため、 規定を新設する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２  維持し た事項 

遵守事項 主な内容 主な理由 

第２ 条 

卸売のための販売の開

始及び終了の時刻等 

 卸売のための販売の開始及び終了の時刻は、 次のと

おり と する。 ただし 、 市長は市場の業務の適正かつ健

全な運営を確保するため必要があると 認めると き は、

こ れを変更するこ と がある。  

区分 卸売のための販売

の開始の時刻 

卸売のた めの販売

の終了の時刻 

第一市場 午前 2 時 午後 3 時 

第二市場 午前 9 時 午後 3 時 
 

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第５ 条 

 保証金の額等 

条例第７ 条第１ 項に規定する 別に定める保証金の額

は、 次のと おり と する（ 抄）。  

青果部 

年間売上金額 保証金の額（ 円）  

300 億円以上 400 億円未満 12， 000， 000 

400 億円以上 16， 000， 000 

水産物部 

年間売上金額 保証金の額（ 円）  

200 億円以上 300 億円未満 9， 000， 000 

300 億円以上 400 億円未満 12， 000， 000 

食肉部 

年間売上金額 保証金の額（ 円）  

50 億円以上 150 億円未満 3， 000， 000 

150 億円以上 5， 000， 000 
 

同上 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第１ ３ 条 

 保証金の額 

条例第１ ７ 条第２ 項に規定する別に定める 保証金の

額は、 青果部及び水産物部のそれぞれにつき 、 ３ ０ ，

０ ０ ０ 円と する。  

条例第１ ７ 条第３ 項の規定により 連帯保証人を 付し

たこ と によ っ て保証金の預託を 免じ るこ と ができ る 場

合における 当該連帯保証人は、 その仲卸業者と 同じ 取

扱品目の部類に属する 仲卸業者が組織する 法人であっ

て、 市長が適当と 認めるも のと する。  

 

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第１ ６ 条 

仲卸業者、 売買参加者、

関連事業者によ る 名称変

更等の届出 

届出は、 書面によっ て行なわなければなら ない。  同上 

第１ ８ 条 

せり 参加 

市長は、 仲卸し の業務の適正かつ健全な運営を 確保

する ため必要がある と 認めると き は、 仲卸業者の役員

又は使用人のう ち せり 売又は入札の方法によ る 卸売に

参加する のに必要な知識及び経験を 有する と 認める 者

を当該卸売に参加さ せるこ と ができ る。  

同上 

第２ ０ 条 

売買参加者に関る 承認

の有効期間等 

青果部及び水産物部の売買参加者に係る承認の有効

期間は、 当該承認又は更新の日から 起算し て５ 年間と

する。  

売買参加者は、 その承認の有効期間の満了後引き 続

き 卸売業者から 卸売を 受けよう と すると き は、 承認の

更新を受けなければなら ない。  

同上 

第２ ３ 条 

 関連事業者の取り 扱う

物品等 

 

第２ 種関連事業者が営む業務は、 日用品及び専ら 業

務の用に供する 物品の小売業、 金融業、 機械器具等の

販売修理業等と する。  

 

同上 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第２ ６ 条 

 保証金の額等 

条例第３ ０ 条第２ 項に規定する別に定める 保証金の

額は、 次のと おり と する。  

年間売上金額 保証金の額（ 円）  

10 億円未満 400， 000 

10 億円以上 20 億円未満 700， 000 

20 億円以上 1， 000， 000 

 第１ 種関連事業者及び第２ 種関連事業者その者の店

舗の使用料( 消費税額及び地方消費税額に相当する 額

( 以下「 消費税額等相当額」 と いう 。 ) を 含む。 以下同

じ 。 ) の月額の２ 倍に相当する 額( その額に１ ， ０ ０ ０

円未満の端数がある と き は、 その端数を 切り 捨て た

額) 。 ただし 、 その額が１ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円を超える

と き は１ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円と し 、 １ ０ ， ０ ０ ０ 円未

満のと き は１ ０ ， ０ ０ ０ 円と する。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第２ ８ 条 

 売買取引の原則 

売買取引は、 市長の指示に従い、 公正に行なわなけ

ればなら ない。  

売買取引は、 現品または見本によ っ て行なわなけれ

ばなら ない。 ただし 、 銘柄によ る 取引慣習がある と き

は、 銘柄によるこ と ができ る。  

同上 

第２ ９ 条 

 即日上場の原則 

卸売業者は、 直前の開場の日の卸売が終了し た後当

日の卸売が終了する までに受領し た受託物品について

は、 卸売の日について委託者のさ し 図がある 場合を 除

き 、 当日( 食肉部の卸売業者にあっ ては、 翌日までに)

上場し なければなら ない。  

同上 

第３ ０ 条  

 食肉部の特例 

食肉部の卸売業者は、 牛及び豚の枝肉については、

市長の指定する 格付機関の格付けを 受けたも のでなけ

れば卸売をし てはなら ない。  

同上 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第３ １ 条 

 物品の上場の順序等 

食肉部における 物品の上場の順序は、 物品が市場に

入荷し た順序によ ら なければなら ない。 ただし 、 その

順序によるこ と が困難なと き は、 こ の限り でない。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第３ ２ 条 

物品の下見 

卸売業者は、 卸売に参加する 者が現品または見本の

下見を 行な え る よ う に物品を 配列し な ければな ら な

い。  

同上 

第３ ３ 条 

申込価格の表示方法 

せり 売の方法によ る 卸売における 申込価格は、 金額

で明瞭に表示し なければなら ない。  

同上 

第３ ４ 条 

委託条件を 記載し た書

面の保存 

卸売業者は、 受託物品に指し 値その他の委託条件が

付さ れていると きは、 当該委託条件を記載し た書面( 電

子的方式、 磁気的方式その他人の知覚によ っ ては認識

するこ と ができ ない方式で作ら れた記録を含む。 ) を、

当該受託物品の卸売を し た日から 起算し て２ 年を 経過

する日まで保存し なければなら ない。  

同上 

第３ ５ 条 

指し 値の表示及び呼上

げ 

卸売業者は、 受託物品に指し 値が付さ れている と き

は、 当該受託物品のせり 売又は入札の開始時刻前にそ

の旨を当該受託物品に表示し 、 こ れを上場すると き は、

その旨を呼び上げなければなら ない。  

同上 

第３ ６ 条 

 せり 売 

せり 売は、 上場する 物品の品目、 産地、 等級、 数量

その他必要な事項を 呼び上げた後に、 上場の単位ごと

に行わなければなら ない。  

せり 落と し は、 せり 人が最高申込価格を 明瞭に呼び

上げたと き に決定し 、 その申込者を せり 落と し 人と す

る。  

せり 人は、 せり 落と し 人が決定し たと き は、 直ち に 

せり 参加章又は売買参加者章の番号を 呼び上げなけれ

ばなら ない。  

 

同上 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第３ ７ 条 

入札 

入札は、 上場する 物品の品目、 産地、 等級、 数量そ

の他必要な事項を 卸売場に掲示し 、 又は呼び上げた後

に行わなければなら ない。  

入札は、 入札に参加する 者に対し 、 入札票に氏名又 

は名称及び入札価格その他必要な事項を 記載さ せて行

わなければなら ない。  

開札は、 入札終了後直ちに行わなければなら ない。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第３ ８ 条 

入札票の無効等 

入札票または入札が無効と なっ た場合は、 卸売担当

者は、 開札の際その理由を 明示し 、 その旨を 呼び上げ

なければなら ない。  

 

同上 

第４ ０ 条 

 委託条件によ り 卸売を

する こ と ができ ない場合

の措置 

卸売業者は、 指し 値その他の委託条件が付さ れた受

託物品を 当該委託条件によ り 卸売を する こ と ができ な

いと き は、 その旨を 委託者に通知し 、 その指図を 受け

なければなら ない。  

 

同上 

第４ ７ 条 

引取り のな い買受物品

等に関する届出 

卸売業者は、 条例第４ ９ 条第３ 項の規定によ り 卸売

を し た物品を 保管し 、 又は他の仲卸業者若し く は売買

参加者に卸売を し たと き 、 仲卸業者又は売買参加者が

買受代金等の差額の支払を 怠っ たと き は、 速やかにそ

の旨を市長に届け出なければなら ない。  

 

同上 

第４ ８ 条 

 保管の費用及び差額の

支払期日 

条例第４ ９ 条第３ 項の規定により 支払う べき 保管の

費用は仲卸業者又は売買参加者がその物品を 引き 取っ

たと き に、 同条第 4 項の規定により 支払う べき卸売価

格の差額は卸売業者が他の仲卸業者又は売買参加者に

卸売をし た日の翌日までに支払わなければなら ない。  

 

同上 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第５ ２ 条 

 卸売予定数量等の報告

の時刻 

条例第５ ５ 条第１ 項に規定する別に定める 時刻は、

直前の開場の日の午後５ 時と する。  

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第５ ３ 条 

 卸売業者によ る 卸売予

定数量等の公表 

条例第５ ６ 条第１ 項に規定する別に定める 時刻は、

卸売のための販売の開始の時刻と する。  

 

 

同上 

第５ ８ 条 

卸売代金の変更に係る

正当な理由 

条例第６ ２ 条ただし 書に規定する 市長が正当な理由

があると 認めると き は、 次に掲げると きと する。  

( 1)  物品に予見する こ と ができ ない瑕疵( かし ) があ

ると き 。  

( 2)  表示さ れ、 又は呼び上げら れた量目と 内容量が著

し く 相違し ていると き 。  

( 3)  卸売前に仲卸業者又は売買参加者に提供し た情

報の内容と 現品の内容が著し く 相違し ていると き 。  

 

 

同上 

第６ ９ 条 

 市場施設の清掃等 

 使用者は、 毎日、 その業務が終了し たと き は、 その

使用する市場施設等を 清掃し なければなら ない。  

使用者は、 市長が指示する方法に従い、 その指定す

る場所に廃棄物を集積し なければなら ない。  

 

同上 

第９ ７ 条 

卸売の業務の代行の通

知 

 卸売業者は、 条例第８ ９ 条第１ 項( 同条第３ 項におい

て準用する場合を含む。 ) の規定により 卸売の業務を行

う こ と と なっ たと き は、 速やかにその旨を 委託者に通

知し なければなら ない。  

 

 

同上 



遵守事項 主な内容 主な理由 

第９ ８ 条 

委託者が不明の場合の

措置 

卸売業者は、 委託者が不明の受託物品があると き は、

速やかに次に掲げる 事項を 市長に届け出る と と も に、

その指示を受けなければなら ない。  

( 1)  名称及び代表者名 

( 2)  その受託物品の品目及び数量 

( 3)  その受託物品を受領し た日 

( 4)  その他市長が必要と 認める事項 

公正かつ安定的な業務運営を確保するため、

規定を維持する。  

第１ ０ ０ 条 

 休業の承認申請等 

条例第９ １ 条の申請は、 次に掲げる事項を 記載し た

申請書によっ て行わなければなら ない。  

( 1)  氏名又は名称 

( 2)  休業し よう と する期間 

( 3)  休業し よう と する理由 

卸売業者は、 条例第９ １ 条の承認を 受けたと き は、

速やかにその旨を委託者に通知し なければなら ない。  

同上 

第１ ０ ２ 条 

 廃棄物の搬入禁止 

市場に入場する 者は、 廃棄物を 市場に搬入し 、 又は

投棄し てはなら ない。  

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜青果部卸売業者が行う 第三者販売に関する取扱要綱等＞ 

 

新設又は維持し た事項 

要綱 遵守事項 主な内容 主な理由 

青果部卸

売業者が

行う 第三

者販売に

関す る 取

扱要綱 

 

第３ 条 

取引内容 

規則第４ ４ 条第１ 項第４ 号に規定する 市場における 取引の活性化

に資するも のと し て別に定める場合は、 次に掲げるも のと する。   

( 1)  仲卸業者及び売買参加者が販売を 行わない小売業者等に対し

て卸売をすると き 。   

( 2)  青果物の輸出を行う ために卸売をすると き。   

( 3)  青果物を 原料又は材料と し て使用し 、 商品を製造、 加工する食

品製造業者等に対し て卸売を すると き。  

卸売業者は、上記に掲げる卸売をし よう と すると き は、仲卸業者等 

と 協議及び調整を行い、 円滑な取引を図るこ と と する。  

卸売業者と 仲卸業者の関係性

を 維持し 、 今後も 市場機能が適

切に発揮でき る よ う 、 第三者販

売は原則禁止と する。  

ただし 、 輸出の拡大など 、 市

場の活性化や競争力強化に資す

る 場合は、 柔軟に対応でき る よ

う 、 規定を新設する。  

第５ 条 

 届出等 

規則第４ ４ 条第３ 項の規定による届出は、 毎月１ ０ 日までに行う

も のと する。  

取引実績を 迅速に把握する と

と も に、 国に報告する 必要があ

るため、 規定を新設する。  

水産物部

卸売業者

が行う 第

三者販売

に 関す る

取扱要綱 

 

第３ 条 

 取引内容 

規則第４ ４ 条第１ 項第４ 号に規定する 市場における 取引の活性化

に資するも のと し て別に定める場合は、 次に掲げるも のと する。   

( 1)  仲卸業者及び売買参加者が販売を 行わない小売業者等に対し

て卸売をすると き 。   

( 2)  水産物の輸出を行う ために卸売をすると き。    

( 3)  水産物を 原料又は材料と し て使用し 、 商品を製造、 加工する食

品製造業者等に対し て卸売を すると き。   

( 4)  生態系や資源の持続性に配慮し た方法で漁獲・ 生産さ れた水産

物を、 流通加工段階認証を取得し ている小売業者等に対し て卸売

をすると き 。   

卸売業者は、 上記に掲げる卸売を し よ う と すると き は、 仲卸業者

等と 協議及び調整を行い、 円滑な取引を図るこ と と する。  

 

卸売業者と 仲卸業者の関係性

を 維持し 、 今後も 市場機能が適

切に発揮でき る よ う 、 第三者販

売は原則禁止と する。  

ただし 、 輸出の拡大など 、 市

場の活性化や競争力強化に資す

る 場合は、 柔軟に対応でき る よ

う 、 規定を新設する。  



要綱 遵守事項 主な内容 主な理由 

同要綱 

 

第５ 条 

 届出等 

規則第４ ４ 条第３ 項の規定による届出は、 毎月１ ０ 日までに行う

も のと する。  

取引実績を 迅速に把握する と

と も に、 国に報告する 必要があ

るため、 規定を新設する。  

青果部仲

卸業者が

行う 直接

集荷に関

する取扱

要綱 

 

第３ 条 

 許可 

規則第４ ９ 条第１ 項第２ 号に規定する 市場における 取引の活性化

に資するも のと し て別に定める場合は、 青果物の輸出を行う ために

販売をすると き と する。  

仲卸業者等は、 上記に掲げる 販売を し よう と すると き は、 卸売業

者と 協議及び調整を行い、 円滑な取引を図るこ と と する。  

卸売業者と 仲卸業者の関係性

を 維持し 、 今後も 市場機能が適

切に発揮でき る よ う 、 直荷引き

は原則禁止と する。  

ただし 、 輸出の拡大など 、 市

場の活性化や競争力強化に資す

る 場合は、 柔軟に対応でき る よ

う 、 規定を新設する。  

水産物部

仲卸業者

が行う 直

接集荷に

関する取

扱要綱 

 

第３ 条 

 許可 

規則第４ ９ 条第１ 項第２ 号に規定する 市場における 取引の活性化

に資するも のと し て別に定める場合は、 次に掲げるも のと する。   

( 1)  水産物の輸出を行う ために販売をすると き。    

( 2)  生態系や資源の持続性に配慮し た方法で漁獲・ 生産さ れた水産

物を、 流通加工段階認証を取得し ている小売業者等に対し て販売

をすると き 。   

仲卸業者等は、 上記に掲げる 販売を し よう と すると き は、 卸売業

者と 協議及び調整を行い、 円滑な取引を図るこ と と する。  

 

同上 

青果部事

故品処理

に関する

取扱要綱 

 

  

第３ 条 

 確認の申

出 

  仲卸業者又は売買参加者が事故品を 発見し たと き は、 卸売業者の

担当者に確認の申出を するこ と ができ る。   

申出を 受理し た担当者は、 本市職員に確認の申出を し なければな

ら ない。  

 

公正かつ安定的な業務運営を

確保するため、 規定を維持する。 

第７ 条 

 禁止事項 

 事故品に係る処理は卸売代金の変更に限る も のと し 、 特別の事情

がある場合を除き、 返品は認めないも のと する。  

 

同上 



要綱 遵守事項 主な内容 主な理由 

同要綱 

 

第９ 条 

 事故品の

通知 

 卸売業者は、 委託さ れた物品に事故品があっ たと き は、 当該委託

者に対し 、 卸売代金の変更に係る承認書を 送付し 、 又はその旨を売

買仕切書に付記し 、 若し く は電話その他の方法により 、 事故の内容

を通知し なければなら ない。  

公正かつ安定的な業務運営を

確保するため、 規定を維持する。 

第１ ０ 条 

 事故品が

食品衛生上

有害で あ る

場合の措置 

 事故品のう ち食品衛生上有害であると 思われる 物品については、

第一市場駐在の食品衛生監視員に連絡し 、 その取扱いの指示を 受け

るも のと する。  

 

同上 

水産物部

事故品処

理に関す

る取扱要

綱 

第３ 条 

 確認の申

出 

  仲卸業者又は売買参加者が事故品を 発見し たと き は、 卸売業者の

担当者に確認の申出を するこ と ができ る。   

申出を 受理し た担当者は、 本市職員に確認の申出を し なければな

ら ない。  

 

同上 

第７ 条 

 禁止事項 

 事故品に係る処理は卸売代金の変更に限る も のと し 、 特別の事情

がある場合を除き、 返品は認めないも のと する。  

 

同上 

第９ 条 

 事故品の

通知 

 卸売業者は、 委託さ れた物品に事故品があっ たと き は、 当該委託

者に対し 、 卸売代金の変更に係る承認書を 送付し 、 又はその旨を売

買仕切書に付記し 、 若し く は電話その他の方法により 、 事故の内容

を通知し なければなら ない。  

 

同上 

第１ ０ 条 

 事故品が

食品衛生上

有害で あ る

場合の措置 

 事故品のう ち食品衛生上有害であると 思われる 物品については、

第一市場駐在の食品衛生監視員に連絡し 、 その取扱いの指示を 受け

るも のと する。  

 

 

 

同上 



要綱 遵守事項 主な内容 主な理由 

青果部卸

売業者が

行う 卸売

予定数量

等の報告

に関する

取扱要綱 

第２ 条 

報告事項 

 条例第５ ５ 条第３ 項第３ 号に規定する 市長が必要と 認める 事項

は、 次に掲げるも のと する。   

( 1)  出荷奨励金  

    卸売業者が集荷取引について、 出荷の奨励その他の目的を も っ

て出荷者又はその組織する団体に対し て支出する奨励金  

( 2)  特別出荷奨励金  

     出荷者に対する災害見舞金、 その他青果物生産の奨励又は需要

の増進を図るために支出する特別の出荷奨励金  

( 3)  完納奨励金  

     卸売業者が卸売代金の期限内の完納を 奨励する 目的で仲卸業

者及び売買参加者又はその組織する 団体に対し て支出する 奨励

金 

公正かつ安定的な業務運営を

確保するため、 規定を新設する。 

第３ 条 

記載事項 

卸売業者は、 出荷奨励金及び特別出荷奨励金に関する事項につい

て、 次に掲げる事項を 報告するも のと する。   

( 1)  卸売業者の名称  

( 2)  出荷奨励金を交付し た出荷者の氏名（ 団体にあっ ては、 名称及

び代表者名） 及び住所（ 団体にあっ ては、主たる事務所の所在地） 

( 3)  出荷奨励金を交付し た額  

( 4)  出荷奨励金を交付し た理由   

卸売業者は、 完納奨励金に関する事項について、 次に掲げる 事項

を報告するも のと する。   

( 1)  卸売業者の名称  

( 2)  完納奨励金を交付し た仲卸業者若し く は売買参加者の氏名（ 団

体にあっ ては、 名称及び代表者名） 及び住所（ 団体にあっ ては、

主たる事務所の所在地）   

( 3)  完納奨励金を交付し た額  

( 4)  完納奨励金を交付し た理由 

 

同上 



要綱 遵守事項 主な内容 主な理由 

水産物部

卸売業者

が行う 卸

売予定数

量等の報

告に関す

る取扱要

綱 

第２ 条 

報告事項 

 条例第５ ５ 条第３ 項第３ 号に規定する 市長が必要と 認める 事項

は、 次に掲げるも のと する。   

( 1)  出荷奨励金  

    卸売業者が集荷取引について、 出荷の奨励その他の目的を も っ

て出荷者又はその組織する団体に対し て支出する奨励金  

( 2)  完納奨励金  

ア  卸売業者が卸売代金の期限内の完納を奨励する目的で仲卸業

者及び売買参加者又はその組織する団体に対し て支出する奨励

金  

イ   卸売業者が買受代金の代払い等代金決済の円滑かつ合理的制

度を 維持する目的で、 代払いを 行う 団体に対し て支出する奨励

金 

公正かつ安定的な業務運営を

確保するため、 規定を新設する。 

第３ 条 

記載事項 

卸売業者は、 出荷奨励金に関する事項について、 次に掲げる 事項

を報告するも のと する。   

( 1)  卸売業者の名称  

( 2)  出荷奨励金を交付し た出荷者の氏名（ 団体にあっ ては、 名称及

び代表者名） 及び住所（ 団体にあっ ては、主たる事務所の所在地） 

( 3)  出荷奨励金を交付し た額  

( 4)  出荷奨励金を交付し た理由   

卸売業者は、 完納奨励金に関する事項について、 次に掲げる 事項

を報告するも のと する。   

( 1)  卸売業者の名称  

( 2)  完納奨励金を交付し た仲卸業者若し く は売買参加者の氏名（ 団

体にあっ ては、 名称及び代表者名） 及び住所（ 団体にあっ ては、

主たる事務所の所在地）   

( 3)  完納奨励金を交付し た額  

( 4)  完納奨励金を交付し た理由 

 

同上 


